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------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
○シャリュ（ＣＳＴＢ研究・開発業務担当理事） 私も時間を大事にして、寸暇を惜しま

ずさせていただきます。 
〔資料 スライド１ 参照〕 
 明日、私は、このポジティブエネルギー建築物についての話をさせていただきますので、

本日は資金繰りのお話をしたいと思います。 
〔資料 スライド２ 参照〕 
 先ほどのご質問のお答えになるかと思いますが、手短にお話しいたします。 
 研究開発費が、売上の 25％を占めています。コンサルティングフィーも 25％です。ＣＳ

ＴＢの売り上げは技術評価、認証や知識の普及などの周知活動が残り半分です。 
 この研究がどの面をカバーするかということは、いちいち読み上げることはしませんけ

れども、ハードサイエンス、そしてまた、ソフトという意味で、社会科学などが入ってき

ます。 
〔資料 スライド３ 参照〕 
 次に、このポジティブエネルギーがどういうものであるかをお話ししたいと思います。 
 再生可能なエネルギーを使うわけですが、建物として、消費するエネルギーのほうが供

給されるものよりも少ないもののことを指しています。もちろん、これは、消費する電力、

照明や暖房、お湯を沸かす、そうしたことを最低限に抑えて電気の消費を抑えています。 
〔資料 スライド４ 参照〕 
 これは、ＣＳＴＢの研究・開発部門がどのような形で行われているかについて示したも

のです。 
 いろいろなスケールがあります。「まち」というレベルで見ることもありますし、清潔で

効率的な建物、リスク管理、そしてこれが新しいメニューである建設と安全性、社会性を

評価する活動です。 
 これは明日詳しくお話しするので、ここでは述べませんけれども、いわゆる環境である

とか、建物の効率性ということは、持続可能な開発であるとかエネルギーの削減と深くか

かわり合っています。清潔で効率の高いビルの中にポジティブエネルギーの考え方が入っ

てきています。建築物の中でポジティブエネルギーが占めているパーセンテージは２％で

す。また、これが一番大きなものですけれども、このストックと近代化、持続可能なサス

テーナブル・ディベロップメントは全体の 98％と大きな比率を占めております。 
 向かって右側が、どのような形でエネルギーを使っているかということを表しています。 
〔資料 スライド５ 参照〕 
 これはグラフですけれども、ＣＳＴＢの中でどのような形で研究の努力がなされている

か表しています。国からの開発援助金が、2,200 万ユーロあります。そしてまた、その都市



が負っている額もかなりになります。 
 これは、ポジティブエネルギーと建物のリニューアルにかかる経費。そして、今、最後

に指しましたところが、居住性のよさということでありまして、これもポジティブエネル

ギーと深いかかわりを持っております。 
〔資料 スライド６ 参照〕 
 建物に対するエネルギー供給に対して、いろいろな形でのヨーロッパ、そしてフランス

における援助、国からの援助、資金があるわけですが、それを手短にお話ししたいと思い

ます。 
 2005 年に、ＡＮＲという国の研究機関ができました。プログラム・エネルギー・ビルデ

ィング（ＰＲＥＢＡＴ）と名前がついているプロジェクトで、それが 2,000 万ユーロ使い

ます。このうち 50％が、ほかの２つの機関から我々のところに入ってきます。フランスの

すべての研究費は４億ユーロですので、2,000 万ユーロはかなり少ない金額です。この差が

どこに使われるかといいますと、テクノロジーと新しいビルディング、そしてリニューア

ル、そして社会経済に関して使われるということです。 
 そして、エネルギーと都市ということで、都市が出す費用、負担分、これは交通システ

ムと合わさったものになります。そしてまた、ＡＮＲがやっている基礎研究の中にはホワ

イトプログラムというものがありまして、それは、建材であるとか、それぞれがもたらす

人体への健康に関する研究もここに含まれます。 
〔資料 スライド７ 参照〕 
 ここでもう一つのエージェンシーがつくられました。産業革新機関（Industrial Inno-v
ation Agency）というところで、革新的なことを工業化して、それを市場に持ちこむ役割

を、この研究庁はやっています。 
 ここの予算は、10 億ユーロです。これは、Homes Project と言う住居としての建物に対

する予算もありまして、いかにエネルギーを効率よく使うか、特に電力を節電してうまく

使っていくかということに対してのプロジェクトです。この電力というのは、建物全体で

使用する電力の 20％です。そして、このエネルギー消費の全体を見て、それから 30～40％、

より少なくしようというのがこのプロジェクトの目標です。この住宅プロジェクトの予算

は 9,000 万ユーロで、その半分をシュナイダー・エレクトリクスその他の工業界・産業界

が算出しています。そして、残りを産業革新機関が出すという形の予算編成です。 
〔資料 スライド８ 参照〕 
 一つの財団がつくられました。これはエネルギーのための財団ですけれども、我々のＡ

ＮＲと、電力事業者であるフランス電気公社、ガス公社がメンバーとして入っています。

また、アルセロールミタル、ラファルジュという大きな企業も入っています。そして、こ

の財団の事務局を務めているのがＣＳＴＢです。 
 予算として 800 万ユーロありますが、これは４年間をカバーするための予算です。そし

て、今、２つのプロジェクトがありまして、１つ目が、普通の個人住宅をリニューアルす



るときに、どのくらいエネルギー効率を上げるかというためのプロジェクトです。また、

２つ目は、第３次産業の商業ビルのリニューアルに関するプロジェクトです。これらは双

方とも、いかにエネルギー消費を抑えるかということのためのプロジェクトです。 
〔資料 スライド９ 参照〕 
 最後の要素になりますが、ヨーロッパ建築技術プラットフォーム、これはＥＣＴＰとい

いますが、これはＥＵがつくっているプラットフォームです。これは建築にかかわるすべ

ての分野を含んだ一つのセクターになります。いわゆるナノマテリアル、そのプロセスに

関する研究をまず優先順位の最初に挙げている研究機関になります。ＥＵ加盟国はすべて

この組織のメンバーになります。また、研究開発機関、幾つかの大きな企業もメンバーに

なっています。そして、ここで、共同研究開発のイニシアチブを今つくっているところで

す。 
 ヨーロッパを単位とした研究・開発プログラムとしては、第７番目のものとして、今プ

ログラムが立てられています。エネルギーを建設・建築を引っ張っていく牽引車であると

考えた上で、このプログラムづくりをしています。 
 最初はこうしたアイデアはなくて、トンネルとかインフラ整備の企業がメインになって

いたので違っていたのですが、今はこの考え方になりました。 
 2007 年、エネルギー効率を上げるための予算が、4,000 万ユーロかけられました。そし

て、文化遺産にもいろいろエネルギーが要るわけで、1,500 万ユーロという予算が立てられ

ています。 
 そして、そのほかにもいろいろなエネルギーのプログラムがあります。単に生産だけで

はなく、いろいろな面でのエネルギー消費を含めて、年間１億 5,000 万ユーロの予算にな

ります。 
 


